
保健福祉局先進的介護システム推進室 

（Ｒ３以降）先進的介護「北九州モデル」の展開等による介護現場の生産性向上等に向けた取組の推進 

（ＩＣＴ化の推進） 

〔取組の背景〕 

①介護人材確保の必要性 

少子高齢社会の進展に伴う生産年齢人口の減少や、介護現場の 

労働環境などによる介護職員の離職等を踏まえ、介護の量と質の 

確保が喫緊の課題 

②北九州市のポテンシャル 

・高齢者施策に関する医療・保健・福祉関係者の経験と実績 

・モノづくりの都市として発展（高い技術力・企業集積等） 

・学術研究機関の集積（産業医科大、九州工業大、学研都市等） 

③（新）新型コロナウイルスの感染拡大 

介護現場における緊張感や疲弊感、感染の発生・拡大への不安と 

いった、利用者や職員への身体的・精神的圧迫が常態化 

～実証・開発・導入～ 

●先進的介護の実現に向けた導入実証 

●北九州モデルの構築 

（１）介護業務の見える化 

   介護業務の作業観察・分析により、介護現場の全体像や課題を把握 

（２）介護ロボット等の導入実証 

  ・作業分析結果を踏まえた導入実証（H28～H29） 

  ・移乗介助に関するマニュアル作成、効果的な人員配置の検証（H30） 

  ・介護現場の新しい働き方「北九州モデル」の実証仮説の検証（R 元） 

（３）先進的介護の「北九州モデル」の構築 

  ICT・介護ロボット等を活用した介護現場の新たな働き方「北九州 

モデル」の構築（R 元）及び横展開に向けた方策検討（R２） 

（４）介護ロボット等を使いこなす専門人材の育成 

  本市独自の人材育成手法として確立した「介護ロボットマスター育成 

講習」を開催（H29～） 

（５）介護ロボット等の開発・改良支援 

  導入実証に関する事業効果の最大化を図るため、FAIS 内に「北九州 

市介護ロボット開発コンソーシアム」を設置（H28～） 

 

【取組みのフェーズ】 

【取組みの内容・成果】 

～社会実装＋感染症対策に資する先進的介護の新たな展開～ 

●北九州モデルの展開 

●コロナ禍における先進的介護の付加価値を高める新たな展開 

●北九州モデルの効果を高める機器の開発・改良 

【取組みのフレーム】 

（Ｈ２８～Ｒ２） （Ｒ３～Ｒ５） 

【新たな施策の方向性】 

事業名：先進的介護「北九州モデル」推進事業 

事業費：64,000 千円／年度 

財 源：地方創生推進交付金（1/2） ※申請中 

〔取組の方向性〕 

 

 

 

これまでの成果である北九州モデルの展開による ICT 化の推進をベースと
しつつ、コロナ禍における介護現場の働き方を高度化 

介護ロボット等を活用した先進的介護の実現 

介護職員の心身の負担軽減 

介護の質・安全性の保持 

高年齢者等の新たな雇用機会の拡大 

介護ロボット産業の振興 
介護現場の ICT 化による 
感染症対策の推進 

“コロナ禍”におけ
る感染症に強い介
護現場づくり 

 

～効果的展開～ 

●社会情勢等を踏まえ成果 

を展開・運用 

横展開 

汎用化 

支援体制づくり 

対象拡大 

介護の自動化 

対象分野拡大 

コロナ禍に 

おける 

介護現場の 

IＣＴ化 

（Ｒ６～） 

【成果の展開・運用】 

〔目指すゴール〕 

●北九州モデルの展開による市内の介護施設等における介護の質 

の向上・生産性向上の実現 

●ICT 化の推進による感染症に強い介護現場の実現 

【介護施設等における生産性向上】 
○介護現場の職場環境改善 
○データ活用による介護の質の向上 
○利用者への改善効果の還元 

【感染症に強い介護現場の実現】 
○予測型介護の普及 
○「遠隔」「非接触」の推進 
○感染症予防に資する施設環境づくり 

介護サービスの持続性向上・利用者の QOL 向上 

＜ 先進的介護「北九州モデル」推進事業 ＞ 


